


















橋として広 く知 られている｡ 石橋のように華やかな存在ではないが､それと共通するアー





















分に固定されて移動 しないものとする｡ 各図の挨頂石は同 じ質量のものであればそれぞれ
の挟頂石に働 く重力の大きさも同一である｡図中に力のベク トルの矢印を示す｡ この場合､
石は模状に挟まれているので落下 しない｡アーチの円弧に沿 って横向きに挨頂石が隣 りの
右に力を及ぼす｡ この横向きの分力の大きさは矢印の長 さを比べて､半円アーチよりも欠










































｢ 山 積 ｡ 0.#福寺
図 2 中島川の橋梁群と周辺の寺院の配置図
長崎県南部地域内は昭和57年 (1982年) 7月23日夜､各地で非常に強い雨が降 り､長崎
市域を中心に土石流や河川の氾濫により大被害が相次いだ｡百年に一度 ともいえる長崎大
水害である｡ 中島川の石橋16橋のうち支流の合流点から川下の大井手橋､編笠橋､古町橋､
一覧橋､竿原橋､東新橋の 6橋が迫石基礎部分を残 して全壊流失 した5)｡ この時の集中豪
雨禍 とその後の河川改修により､市域に点在 していた石橋は永年の星霜を閉 じた｡
洪水による落橋を免れ､然 も眼鏡橋に次いで古い石橋を図 4､図 5､図 6､図 7､図 8､
図 9に示す｡図 4に袋町橋を示す｡ この橋は先の洪水で半壊 し修復されている｡正確な架
設年は明 らかではないが､享保 6年 (1721年)の洪水で破損 した記録が残されているか ら
それ以前に造 られた橋であると推定 されている｡ アーチの弦が長 く円周はかなり偏平であ
ることが分かる｡ これは中心角の小さい欠円アーチの弧を成 している｡ 図 5の桃渓橋は､
延宝 7年 (1679年)に架設され､両岸に桃の木が多い所に由来する名称が残 る｡ 旧名は 卜
意橋ともい う｡ 図 6の大手橋は､慶安 3年 (1650年)に架設され､旧名は堂門橋と称 した｡
交通量が多 く橋面は舗装されているが､アーチ本体は昔のままである｡ 図 7の古橋は､承
応 3年 (1654年)に架設された｡旧名を中河橋または鳴滝橋ともい う ｡ 橋長6.4m､幅員2.9
mであり石橋群の中で最小である｡ アーチ部分は半円アーチの弧を成 している｡ 橋面敷石
か ら取付け道路にかけて､坂の長崎石畳の風情を醸 しだ している｡案内表示板によれば､
｢長崎開港1571年 (元亀 2)より3年前､清時代の江南風舗装術のエキゾチックなもの-｣
とある｡ 図 8の一 ノ瀬橋は､承応 2年 (1653年)に架設され､一度 も崩壊 したことはない
と伝えられている｡ 太田は著書1)の中で ｢-原型を今日まで良好に伝えてきたうえ､復原
修理 も比較的に容易な最初期の橋 となると､一ノ瀬橋以外にはちょっとみあたらない｡｣
と述べている｡ 本調査では､高欄笠石 3カ所､高欄束石 2カ所が真新 しい材料で補修され
ていることが分かった｡先の水害で破損 した部分 と思われる｡ この地は､明治30年頃まで
その付近は蛍の名所で見物人が多 くその傍 らにあった料亭がいっ しか蛍茶屋と呼ばれるよ
うになった6)｡図 9に示す高麗橋は､承応元年 (1652年)に架設された｡大正 4年の橋面
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拡幅工事で上流側面は旧観を失ったといわれる｡ 先の水害は免れたが中島川の河川改修の




市郊外の平間町間の瀬には黄葉宗寺院 ･長滝山霊源院がある｡ ここには美 しい滝があり




和の石橋 ･普済橋 と羅漢橋を示す｡文献 2)の著者山口はこれ らの石橋の設計監督者 とし
て旧観に優る銘橋の復元に労を尽 くされたことが銘板に記されている｡
アーチ式石橋の不利な所は､簡単な概算を してみると水路断面が増水時に単一アーチ橋
で 2割程､二速アーチ橋で 4割程狭められることである｡ 非常に大 きな動水圧が橋側面に
作用 して石材が離間 し破壊に繋がる｡ 先の水害で全壊流失 した中島川の石橋 6橋は､昭和








寺院に 7棟 8)確認 されている｡ この中で長崎市域に 5棟が現存 している｡ それ以外に 2
棟 3)4)あったと考えられるが現存 していない｡最古級のものは市内の聖福寺と妙相寺にある｡
図12に聖福寺の石門を示す｡昭和55年に市指定有形文化財に指定された｡眼鏡橋から徒歩
約10分の所にある｡ この石門中央の挨頂石には､唐僧木庵が ｢華蔵界｣ と記 した石額があ
る｡明暦 3年 (1657年)頃に建造されたものと推定されている9)｡元は無凡山神宮寺 (覗
在の金比羅神社)にあったものを､明治19年､聖福寺が譲 り受け､現在地に移設 したもの
である｡妙相寺は､一ノ瀬橋か ら徒歩約30分､平成 7年に完成 した日見新道随道問の高架
橋下付近にある｡境内にある石門を図13に示す｡ この寺の前身は宗囲寺 と称 し寛永19年
(1642年)に創建されたが､延宝 7年 (1679年)､廃寺寸前に開基逆流が再興 し､妙相寺と
改称 した｡その後､宝永 4年(1707年)頃､現在の本河内高部水源池がある奥山地区に寺を
移転 した｡石門は明治21年に始まる水源地新設に伴いこの場所に移設されたとされる｡ 石
門中央の扶頂石には､住持逆流が ｢瑠璃光山｣ と記 した石額があることからして､ この石
門は元禄 7年(1694年)逆流入寂までに建立 されたものと推定されている9)｡何れにしても
眼鏡橋が創建 された後にこれ らの石門が建造 されていることか ら､当時の石橋造 りの工
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アーチの円形度は､ アーチの弦の長 さ (S) に対する扶矢長 さ (R) の比を扶矢比 (S/
R)で表される｡ 表 1に､文献に見る中島川石橋群の各橋の扶矢比12)を示す｡表の下方に､
筆者の実測値を基に算出 した羅漢橋 と普済橋の扶矢比､及び聖福寺 と妙相寺の石門の扶矢
比を示す｡ この表の中で､川幅の狭い所に架かる古橋の洪矢比 は2.0で最小である｡ 川幅
の広い所では､扶矢比の小さい単一アーチ橋の建造は困難になるので､袋町橋のように洪
矢比を大 きくするか､または眼鏡橋のような二連アーチ式､またはそれ以上の形式で架設
する方法を採 らなければならないことが多い｡ これに対 して石門の洪矢比は2.0以下であ
る｡ 半円アーチであるが楕円状の弧を成 している｡半円アーチでは､アーチ右が基礎を押








古 橋 1654年 2.0









学生達が獲得する周囲の環境の知識 ･認諾机ま､ これまでの生活経験で得 られたものであ










大浦天主堂､浦上天主堂 31(35) オランダ坂 (石畳 .側溝) 9(10)
石 橋 28(32) 平和祈念像 8(9)
出 島 14(16) 原爆被災建物 (片足鳥居等)8(9)
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図15 市内に現存する石橋数の予想





(3)昭和57年 7月23日に発生 した長崎大水害の際に中島川の石橋群 は大被害を受けたこと
を知 っていますか｡
(イ)知 っている 52(59)
(9 学校の授業で習 った 8(9)
(診 家族か ら聞いた 25(28)
③ マスコミを通 じて知 った 19(22)





(5) このような題材を｢環境教育｣の授業で取 り上げて欲 しいと思いますか｡
表 7
(イ)取 り上げて欲 しい 80(91)
〔理由〕身近な事柄である○ 幅広 く学べるo
(ロ)必要でない 8(9)
表 2及び図14に､｢歴史的構造物 について､何を調べたいか､ または学びたいか｣ とい
う問いに対する回答を示 している｡｢教会堂｣の回答が最 も多 く､35%を占めた｡
二番目に多かったのが､32%の ｢石橋｣であった｡三番目は16%の ｢出島｣であった｡複
数回答 した中で ｢教会堂｣または ｢石橋｣-の関心がかなり高いことが分かる｡
表 3及び図15に､｢アーチ式石橋の総数について｣ という問いに対する回答を示 してい
る｡｢20橋｣の回答が26%で最 も多 く､次いで ｢30橋｣が19%である｡｢市内において中島
川以外の河川 に架か るアーチ式石橋を見たことがあるか｡｣ という問いに対す る回答 は
富山 :地域の環境を生かした歴史的石造物の科学教材化 79
23%であった (表 4)｡先の長崎大水害以前､市内にあった石橋の総数は72橋 5)であった｡
市郊外の現川には自然石を積み上げた古いアーチ式石橋群があった｡筆者が現地に行 って
調べたが 4基 とも全壊流失 し復元されていないことが分かった｡中島川の石橋群は再建さ
れたが現在の総数は半分以下に減少 しているものと思われる｡
時間最大雨量127.5mmを記録 した先の長崎大水害では尊い多 くの人命 と財産が奪われた｡
｢中島川の石橋群は大被害を受けたことを知 っているか｣ という問いに対 しては､表 5に
示すように､全体の59%が知 っていた｡家族か ら聞いた､マスコミを通 じて知 ったケース
を合わせると全体の50%に達する｡ 学校の授業で情報を得たケースは9%に止まった｡
｢橋梁の物理的な特性を知 りたいと思 うか｣という問いに対 しては､表 6に示すように､
少 し関心､があるをも含めて全体の84%が肯定 した｡全体の43%は力学的原理を知 りたいと
回答 している｡
｢環境教育の授業で取 り上げて欲 しいと思 うか｣ という問いに対 しては､全体の91%が




の観察を主 として学習者同士で話 し合 ったりすることを通 して自分たちの住む地域を知る
ことをテーマにした授業を試みた｡ この授業は集中講義の形態である｡環境教育演習は平






材か ら鋳鉄､練鉄､鋼-と発展 した｡明治23年 (1890年)に架設された長崎の出島橋は､
車両が通行できる､国内最古のプラットトラス式鉄橋である｡)
(ロ)アーチ形状 と見徹すことができる色々な構造物 (卵殻､吊り橋､コンクリー ト擁壁､






(2) 石橋の観察は2校時から4校時にかけて行われた｡受講生 3､ 4人一組の 3班に構
成 した後､調査地域の中島川下流地区に移動 した｡下流側か ら上流側-向かって歩を進め
なが らウォークラリーの問題を解 くとともに､それぞれの石橋の観察を行 った｡班毎に､
石橋の橋長､幅員､アーチ高さ等を巻尺で測定 した｡ これは､単に精確な測定を競 うもの
ではなく､石橋に直に接することにより橋に対する親近感を喚起させ観察力を向上させる
ものである｡




(1) 袋町橋､ (2) 眼鏡橋､ (3) 魚市橋､ (4) 東新橋､
(6) 一覧橋､ (7) 古町橋､ (8) 編笠橋､ (9) 大井手橋､


















(b) 日本における代表的な石造 りアーチ橋として有名である｡ 寛永11年に興福寺の住職
如定が架設 したと言われている｡
(C) 案内表示板には元禄10年に創建されたとある｡




























3) ところどころにある石段が人々の生活 と川 とのつなが りをより感 じさせるものとなっ
ていた｡昔は川で洗濯などを して生活の一部に川があったと思 う｡
4)昔の町の様子や人々と橋 との関わり方の時代による変化について調べたい｡
(B) 石橋以外のもので身辺に見 られるアーチ構造の建造物を思い起 こし､その外観を描
いてみよう｡(以下省略)
(C) 要石の中に重力の大 きさと向きを示す矢印が記入されている｡ 要石か ら隣の迫石に






アーチの真上か ら手で押 して も容易に変形することはない｡アーチの強さを体感できる
模型である｡




今後の参考にと求めた レポー トの ｢感想｣は以下の通 りである｡
1)昔､一つの川にあれだけ多 くの橋がかかっていたということは､川の両側で行 き来が






失 していて新 しく架設 してあったりコンクリー トの橋になっているものも多 く見 られた｡
石は圧縮に強 く､鉄 は引張に強いという性質があって橋の形が作 られている｡
4)-河川に多数の石橋が残 されていることは思 って もみなかった｡石橋の安定性など今
まで全 く考え もしなかったことに目を向けることができた｡
感想文に繰 り返 し出て くる感動的な内容 は､既習の概念による物理的理解が目の前に再
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現されたことに対する喜びの感情であると思われる｡
6.まとめ
長崎大水害か ら既に19年が経過 した｡中島川石橋群の中で当時全壊流失 した橋は架け替
えられ昭和の石橋 として年輪を増 している｡幾っかの石橋や石門は三百年 もの風雪に耐え
ており､石橋は今 も現役 として活躍 し人々の暮 らしを支えている｡ ここに示 した多 くの歴
史的な石造物は文化財に指定されているとはいえ､一部の橋には植物が生い茂る等放置さ
れている｡ もう少 し手を加えて保存 しなければならないと思われる｡ これらの歴史的な石
造物は寺院との関連が深 く異国の文化が色濃 く疹んでいるという印象を得た｡
アンケー ト調査によれば､学生達の歴史的構造物に対する興味 ･関心は高 く ｢環境教育｣
科目において学びたいという期待が大 きいことが分かった｡ この授業実践については､中
島川の石橋群を題材にした授業を ｢環境教育演習｣で取 り扱 った｡学習者の授業に対する
反応は非常に良 く､学習意欲または物理への興味 ･関心の高揚が得 られたように思われる｡







本稿は､ 日本理科教育学会第51回全国大会 (2001年 8月､広島大学)の発表資料に加筆
修正を行い作成 したものである｡
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